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本学部卒業生による保健師交流会の活動紹介

名古屋市立大学看護学部

尾 崎 伊都子　 門 間 晶 子

田 中 昭 子　 肥 後 恵美子

平成19年 度から行 っている保健師交流会の活動を紹介

する。

1.保 健 師交流会 の概要

1)目 的

保健師交流会の目的は、保健師として働いている本学

部卒業生が交流や情報交換、保健師活動に関する学習を

行 う こ とで あ る。

2)メ ンバー

第1期 生から第7期 生までの卒業生で保健師として働

いており、H21年7月 の時点で教員が把握 し、交流会へ

の参加を希望 した者42名 である。メンバーの勤務先を表

1に 示す。

表1交 流会 卒業生の勤務先(H21年7月 現在)
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3)活 動内容

・交流や情報交換、学習のための会合(年1回)の 開

催

・メー リングリス トによる情報交換や情報提供

2.保 健師交流会の発足の経緯

保健師となった卒業生は時折、教員を訪ねて来て仕事

のことを話 してくれるが、新人 としての悩みや職場の人

間関係など職業人 としての課題、多問題家族への対応や

保健事業の実施計画立案など保健師活動に関する課題な

ど、様々な課題を感 じながら仕事に取 り組んでいること

がわかる。そのため、卒業生同士の意見交換や学習の場

をつくりたいと考えてきた。平成18年 度には教員が把握

している保健師として働 く卒業生は17名 となり、卒業生

同士で交流 し情報交換する場があれば、悩みの解決や仕

事へのエネルギーにつながるのではないかと考え、保健

師交流会を発足 させ、平成19年7月 に第1回 の会合を行

うこととした。第1回 会合の開催に向けて、平成14～17

年度までの卒業生17名 と、平成18年 度3月 に卒業 し平成

19年度か ら保健師としての就職が内定 している者5名 に

参加を呼びかけ、活動を始めた。

3.保 健師交流会の活動状況

1)会 合の開催状況

平成19～21年 度までの交流会の会合の実施状況を表2

に、第3回 会合の様子を図1に 示す。 日程は卒業生の意

見から、年度始め ・年度末 と行政における予算要求 ・議

会への対応の時期を避けて、7月 の土曜日に開催するこ

ととしている。第1回 ・第2回 はグループごとに分かれ

て交流や意見交換を行 うことを主に行 った。第3回 は卒

業生からの意見に基づき、事前に卒業生から募集 した事

例をもとにグループで解決策について検討 し、意見交換

を行 った。参加者数は教員を含めて23～26名 であった。

現教員の他に、平成12～16年 度まで本学部地域看護学領

域に在職 された山口洋子教授(元)に も参加 していただ

き、助言や激励をいただいている。

2)交 流会の案内とメー リングリス トの作成

交流会についての案内は、卒業時点で保健師として就

職が決まっている学生や、卒業後に保健師の就職相談に

訪れ、その後保健師として就職 した卒業生に紹介 してい

る。 さらに、交流会に参加 している卒業生を通 じて保健

師として働いている卒業生に交流会の存在を伝えてもら

い、連絡をとっている。

平成20年 よりメー リングリス トを作成 し、連絡や情報

交換に活用 している。

3)本 学部ホームページでの紹介

卒業生に広く保健師交流会の存在を知 ってもらうため、

平成21年 度より本学部ホームページにおいて保健師交流

会の内容や会合の開催予定などを紹介 している。

4.今 後 の活動

交流会の会合における卒業生へのアンケー トによる感

想や意見をみると、卒業生同士の交流が他の市町村や産

業における保健師活動を知 る機会 となっており、また仕

事への励みになっていると思われ、交流会の目的を果た

していると評価できる。第3回 目には事前に卒業生から

募集 した事例についての検討を行 ったが、実務経験年数

が長い者がグループワークを リー ドし、有意義な意見交

換ができていたと思われる。終了後のアンケー トでは次

年度の事例検討の方法に関する意見が出され、気軽に話

ができる交流だけではな く学習も行 っていきたいという

要望が確認 された。来年度以降も保健師活動の実践活動

に役立つテーマとともに研究成果の報告など大学 という

場を活か した内容についても盛 り込んでいきたい。

また、今後は交流会の運営に対 して卒業生に主体的に

関わっていただ くことも必要だと考えており、来年度か

ら運営の一部に関わってもらうことを検討 していきたい。
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